
公共財の立上げ戦略と実行
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Astarエコシステム
開発インサイト
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Astar Networkエコシステム開発のインサイト

プラットフォームの技術性能で勝敗が決まる時代からアプリケーションの強さやエコシステム全体のネットワークエフェクト
で勝敗が決まる時代に移りつつあります。
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Astar Networkエコシステム開発のインサイト

● ビットコインやイーサリアムのような初期の分散思考の基づく配布ではなく、ローンチ時の財団が管理
できる割合が増え、レイヤー１のプロジェクト自体がビジネス化されている傾向があります。

● トークンを発行する際は、初期トークンの配分をソニーが多く管理するためのコミュニティ、チーム・
投資家、財団等への配分比率が検討対象となります。
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Astar Networkエコシステム開発のインサイト

● トークンが各ステークホルダーへ平等にかつ適切なタイミングで分配される供給量とスケジュールが望
ましいですが、特定の決まっとルールはないと言えます。



エコシステム開発の戦
略と実行

66
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エコシステム開発の戦略と実行

● エコシステム作成において一番重要なのはネットワーク効果です。
● ブロックチェーンエコシステムにおいては2つの力学が存在しています。

ネットワーク成長において重要な成長ファクターになるのはトークンの価格です。価格の上昇
がソーシャルメディアなどで注目を集め人々の関心を引き、新しい人たちが参加することによ
って新しいアイディアが生まれ、その結果新しいプロジェクトが生まれ成功すると価格上昇の
次のサイクルに入るという理論です。

創業者が開発をスタートし投資家がコミットすることでトークンに価値が生まれます。マイナー
やバリデーターがネットワークに参加することでプラットフォームが機能性を帯び、第三者の開
発者が有益なアプリケーションを作成することでユーザーが集まります。そのため、プラットフ
ォームが強化されさらに多くのコア開発者や資金が集まるという理論です。
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エコシステム開発の戦略と実行

● エコシステム作成においてdAppsの数ではなく、dAppsの質が重要となります。（1000個のアプリよりも1個のキラーユースケース）
● 複数のチェーンに展開するアプリよりも、1つのチェーンにネイティブで展開しているアプリが長期的には勝つ傾向があります。

※2023.6のデータ

● L1/L2エコシステムにおいてプロジェクトのTVL貢献度は
ロングテールであり、パレートの法則が成り立って
います。

● 多数のプロジェクトをサポートするよりも、高いクオリテ
ィの少数のプロジェクトを伸ばす方が重要です。
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ネットワーク効果

● 一般的な「ネットワーク効果」の定義は「多くの人が使えば使うほど製品の価値が高まること」です。

● Startaleでは、メトカーフの法則（ネットワークの価値はネットワークに接続する通信機器の数の二乗に比例する）とア
リー効果の閾値（論文：動物の集合体に関する研究。閾値を下回ると個体数が0に収束する）を参照しています。

● アリー効果の閾値に到達するための立ち上げフェーズ、ネットワーク効果が発揮されるグロースフェーズ、市場の飽和フ
ェーズの3段階に分けて戦略を策定できます。

● 立ち上げフェーズ
○ コールドスタート＝アトミックネットワークの構築（例：Facebook, Airbnbなど）
○ ハードサイドの獲得が重要
○ マジックナンバーを理解する（Airbnb 掲載数300件、レビュー100件）

● ネットワーク効果が発揮されるグロースフェーズ
○ 再現可能な成長戦略を見つける

バイラル成長、離脱率の低下、ユニットエコノミクスなどが見え、重要な顧客にフォーカスする
○ 脱出速度を高めるための施策（Paypalのキャッシュバック、Web3のポイント、助成金）

● 市場の飽和フェーズ
○ モート（参入障壁）の作成（ブランド、独自技術、規模の経済など）
○ バンドル戦略

● それぞれのフェーズのKPIを策定して戦略レベルに落とし込むことが重要となります。



CBDCのエコシステム
構築について
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CBDCのエコシステム構築について Key Successful Factors

11

主に5点が大きなエコシステムを構築する上で重要と定義できると言えます。

エコシステム成長における重要なフェーズ分け

それぞれのフェーズにおけるKPIおよびKPI達成のための戦略、また戦略の整合性

成長を加速させるための再現性のある施策の特定

初期段階においてはコミュニティの参加人数よりも参加者の質。初期ユーザーのターゲ
ティングを行い、カルチャーを構築していくことが肝

戦略レイヤーにおける「戦略的不平等」＝ターゲットや施策の淘汰


